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この度『早稲田オペラ／音楽劇研究』第 2号を、2018年度・2019 年度合併号というかたちで、お届けい
たします。年度ごとの発刊という当初の予定よりも、お時間をいただく運びとなりましたが、早稲田大学
オペラ／音楽劇研究所の特性が窺える、興味深い内容になったと感じております。 
第 2 号には 2 本の論文と 1 本の報告を掲載しております。1 つ目の大西由紀氏の論文は、戦時中の日本
における宝塚少女歌劇の演目が題材となっており、現代日本に生きる私達が目にしているものとは大きく
異なった、かつての日本の劇場風景の一端を解明しています。2 つ目のエーバーハルト・シャイフェレ氏
の論文は、1920 年代ドイツのヴェルディ・ルネサンスの代表作に挙げられる F. ヴェルフェル著『ヴェル
ディ オペラの小説』に着目し、その文学的価値の見直しを図っています。報告は舘自身が執筆代表者とな
ったもので、テルアビブ大学芸術学部での学会で目にした、近年の芸術パフォーマンスの研究動向につい
て紹介しております。 
この第 2 号の原稿募集にあたって、編集委員会からは「オペラと現代」というテーマを掲げました。テ
ーマ外の原稿も受理するという条件での募集でしたので、本号にはオペラを直接の対象としていない研究
内容も含まれております。しかしながら、ここに収められることとなった 3 本の論文／報告がいずれも、
編集委員会での当初の予想を超えた多様性と学際性に富んだものであることは確かです。その点で本号は、
現在オペラあるいは音楽劇に携わる方々にとって、新しい視点や知識を得る契機となり、「オペラと現代」
というテーマを遂行すると思われます。 
最後になりましたが、本号の刊行にご尽力いただきました編集委員の皆様、執筆・査読にあたった皆様、
また刊行のための作業や情報提供にご協力いただきました全ての方々に、心より感謝申し上げます。私自
身、編集の立場から学術雑誌の刊行に携わる経験が浅く、まとめ役として至らない点が多々ございました
が、刊行にたどり着くことが叶ったのは、今挙げました沢山の方々のお力添えによるものだと感じており
ます。 
『早稲田オペラ／音楽劇研究』第 2 号が、多くのオペラ／音楽劇研究者および舞台芸術愛好者のお役に
立つことを、心より願います。 
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本号の論文および報告は以下の方々に査読をお願いいたしました。ここにお名前を記し、感謝申し上げま
す。  
岡本佳子、佐藤英 、杉山千鶴 、森田学 、山崎太郎 （敬称略、 五十音順） 
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